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衆
議
院
議
員
竹
内
譲
君
提
出
自
殺
の
防
止
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

警
察
庁
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
平
成
二
十
年
中
に
お
け
る
自
殺
者
の
総
数
は
三
万
二
千
二
百
四
十
九
人
で
あ
る
。

こ
れ
を
年
齢
別
に
み
る
と
、
「
五
十
歳
代
」
が
六
千
三
百
六
十
三
人
で
最
も
多
く
、
次
い
で
「
六
十
歳
代
」
が
五
千
七
百

三
十
五
人
、
「
四
十
歳
代
」
が
四
千
九
百
七
十
人
、
「
三
十
歳
代
」
が
四
千
八
百
五
十
人
と
な
っ
て
い
る
。

職
業
別
に
み
る
と
、
「
無
職
者
」
が
一
万
八
千
二
百
七
十
九
人
で
最
も
多
く
、
次
い
で
「
被
雇
用
者
・
勤
め
人
」
が
八
千

九
百
九
十
七
人
、
「
自
営
業
・
家
族
従
事
者
」
が
三
千
二
百
六
人
、
「
学
生
・
生
徒
等
」
が
九
百
七
十
二
人
と
な
っ
て
い
る
。

原
因
・
動
機
に
つ
い
て
は
、
同
統
計
で
は
最
大
三
つ
ま
で
計
上
し
て
い
る
が
、
自
殺
の
原
因
・
動
機
が
特
定
さ
れ
た
二
万

三
千
四
百
九
十
人
に
つ
い
て
み
る
と
、
「
健
康
問
題
」
が
一
万
五
千
百
五
十
三
人
で
最
も
多
く
、
次
い
で
「
経
済
・
生
活
問

題
」
が
七
千
四
百
四
人
、
「
家
庭
問
題
」
が
三
千
九
百
十
二
人
、
「
勤
務
問
題
」
が
二
千
四
百
十
二
人
と
な
っ
て
い
る
。

発
生
地
別
に
み
る
と
、
「
自
宅
」
が
一
万
七
千
五
百
十
一
人
で
最
も
多
く
、
次
い
で
「
乗
物
」
が
三
千
三
百
三
十
四
人
、

「
高
層
ビ
ル
」
が
千
六
百
五
十
六
人
、
「
海
（
湖
）
・
河
川
」
が
千
六
百
四
十
九
人
、
「
山
」
が
千
三
百
八
十
七
人
と
な
っ

て
い
る
。

一



二
に
つ
い
て

自
殺
は
多
様
か
つ
複
合
的
な
原
因
及
び
背
景
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
一
概
に
お
答
え
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
一
般
的
に
、
経
済
・
雇
用
情
勢
の
悪
化
は
、
自
殺
者
数
の
増
加
に
影
響
を
及
ぼ
す
要
因
の
一
つ
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

警
察
庁
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
自
殺
の
原
因
・
動
機
が
「
健
康
問
題
」
で
あ
る
も
の
の
う
ち
、
「
う

つ
病
」
が
自
殺
の
原
因
・
動
機
と
し
て
推
定
で
き
る
も
の
は
六
千
四
百
九
十
人
と
最
も
多
く
、
自
殺
の
背
景
に
う
つ
病
へ
の

り罹
患
が
あ
る
場
合
も
多
い
と
考
え
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
自
殺
対
策
基
本
法
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
五
号
）
に
基
づ
き
策
定
し
た
「
自
殺
総
合
対
策
大
綱
」

（
平
成
十
九
年
六
月
八
日
閣
議
決
定
）
に
沿
っ
て
、
各
種
取
組
を
継
続
的
に
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
自
殺
は
多

様
か
つ
複
合
的
な
原
因
及
び
背
景
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、一
概
に
そ
の
効
果
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
自
殺
対
策
に
つ
い
て
は
、
諸
外
国
の
例
を
見
て
も
即
効
性
の
あ
る
施
策
は
な
い
と
い
わ
れ
て
お
り
、
中

二



長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て
継
続
的
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
自
殺
対
策
基
本
法
に
基
づ
き
、
地
方
公
共
団
体
及
び
民
間
団
体
等
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
失
業
、
倒
産

等
の
様
々
な
社
会
的
要
因
を
踏
ま
え
た
取
組
や
自
殺
の
防
止
等
に
関
す
る
国
民
の
理
解
を
深
め
る
取
組
を
進
め
る
な
ど
、
総

合
的
な
自
殺
対
策
の
推
進
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

三


